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1　は　じ　め　に

筆者らは，第1報において水稲の窒素吸収パターンの類

型化を行い，収量．品質的に安定する二つの理想的窒素吸

収パターンを明らかにした1）。また，速度論的解析法によ

る水田の時期別土壌窒素無機化量の予測3）を試みるなど．

土壌窒素と施肥窒素の利用率を明らかにすることにより施

肥のプログラミングが可能である。そこで，全量基肥施用

技術を確立するために，緩効性窒素肥料の溶出経

過．窒素吸収バターン，更に施肥窒素の利用率について検

討した。

2　拭　験　方　法

本試験軋1989年に山形農試圃場（細粒灰色低地土灰褐

系）でササニシキを用いて行った。被覆尿素LPlOOの時

期別溶出程度は，移植時に窒素成分で1g相当量の肥料を

寒冷紗で包み無窒素区饉場の作土居（地下5～10cm）に埋

設したものを各時期（6／15，6／30，7／15，穂揃細，

成熟期）に回収し，残存窒素量から求めた。

施肥由来窒素の吸収量は4．22Idの枠で区を設け15Nトレー

サー法で求めた。LP区は窒素成分で0．7kg／a相当量の

15N－LPlOO（lSNatom％3．02）を全量基肥とし，慣行施

肥区は15N一硫安（15Natom％3．00）を基肥0．5kg／a，追

肥は0．15k／a2回（出穂前20日と10日）施用した。稲体

表1乾物垂，窒素感度，窒素吸収量の推移

Experiment Station

は，5月17日移植後各時期（前述）に5株ずつ採取し，常

法により窒素含量，15Nを定量した。

3　試験結果及び考察

地温の25℃変換日数からみた圃場埋設におけるLPlOO

の溶出割合は図1に示したが，36日（6／30）で34％，81

日（穂揃期）76％，112日（成熟期）94％とはぼ理論値と

同様な溶出経過を示した。

勺5毎0遥0温（25℃変換。数，
穂揃胡　100成熟期

図t LPlOOの溶出割合と地温（25●C変数日数）

一方，水稲の生育をみると，表1に示したように慣行区

に比べてLP区は6月30日までの乾物垂と窒素濃度が低く，

肥料 ／ 時 卿 項　　　 目　　　 6 ／15　 6 ／30　 7／15　 穂 揃 期　　 成熟 期 （茎 糞 ， 穂 ）

L P lO O 基 肥

乾 物 垂 （g ／d ）　 15．5　　 62 ，8　 22 0．4　 82 5．8 1，35 5．5 （5 77．6 ， 77 7．9 ）

窒 素 濃度 （ ％ ）　　 3 ．26　　 2 ．77　　 2．15　 1．15　　 0．9 0 （ 0．65 ， 1．08 ）

N 吸 収 量 （g ／d ）　 0．50　 】．74　　 4．74　　 9．50　 12．15 （ 3．75 ，　 8．4 0 ）

慣 行 施 肥 区

乾 物 垂 （g ／d ）　 19．4　　 9 3．3　 22 6．4　 8 17 ．3　 1，33 1．6 （570．2 ． 76 1．4 ）

窒 素 濃度 （ ％ ）　　 4 ．00　　 2．83　 1．8 1　 】．17　　　 0．9 1 （ 0 ．64 ， 1．09 ）

N 吸 収 量 （g ／d ）　　 0 ．78　　 2．64　　 4．10　　 9 ．64　 12．09 （ 3．7 1，　 8．38 ）
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窒素吸収量も少なく経過した。しかし，7月15［】以降はL

P区の窒素濃度が高まり，乾物垂，窒素吸収量は慣行区並

～やや上回る生育となった。

次に∴窒素吸収量の由来別内訳を図2，図3に示した。

これによるとLP由来窒素は，6月30日までは慣行区に比

べて極めて少ないが，その後増加し7月15日一種揃期にか

けて急増した。一方，慣行区の基肥由来窒素の吸収は6月

30日ころまで，追肥由来窒素の吸収は穂輔期までにははぼ

終了し，これは従来の知見2）と一致している。

6月30日～7月15日の窒素吸収速度は，LP区が200叩

／rTf／day，慣行区が97mg／nl／dayとLP区で高かった。

また．施肥窒素の吸収速度はLP区が6月15日一種揃期に

かけて高く．慣行区は移植～6月30日と7月15日一種揃

期で高かった。これは，LPlOOの溶出特性を反映してお

2
　
　
0
　
　
8
　
　
6
　
　
4
．
　
2
　
　
0

窒
素
吸
収
量
（
乞
肝
）

一基肥L PlOO由来窒素
r　 一■■■－

土壌由来窒素

6．30　7．15　　穂揃期　　　　　　成熟期

図2　窒素吸収過程（LP区）

義2　施肥窒素の利用率

り極めて特徴的である。

また．土壌由来窒素吸収量を比較すると慣行区の方が若

干多くなった。土壌窒素の吸収速度は6月15日～6月30日

と7月15日一種揃期でLP区より慣行区が高く，この時期

がいずれも施肥窒素の吸収速度がピークになった時である

ことから，Priming Effectの影響が考えられる。

施肥窒素の溶出経過は水稲の窒素吸収パターンを左右し

ており，その違いは施肥窒素の利用率に明確に現れている。

表2にそれを示したが，硫安基肥の利用率は6月未ころに

はピークとなり，その後は横ばいで最終的には，32．8％で

あった。それに対して，LP区の施肥量に対する利用率

（A）は7月中旬までは低く経過した。しかし，その後逆

転し穂揃期以降まで緩やかな上昇が続き，最終的には61．5

％で基肥硫安の利用率に対して約2倍の値となった。
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函3　窒素吸収過程（慣行施肥区）

（単位：％）

肥 料 ／ 時 期 6 ／ 1 5　 6 ／ 3 0　 7 ／ 1 5　 穂 揃 期　 成 熟 期 （茎 葉 ， 穂 ）

L P l O O 基 肥　 A 2 ．6　　 7 ．7　　 2 5 ．6　　 5 2 ．1　 6 1．5 （1 8 ．9 ． 4 2 ．6 ）

〝　　　　 B 1 1 ．7　　 2 2 ．6　　 5 5 ．3　　 6 8 ．5　 6 5 ．4 （2 0 ．1 ， 4 5 ．3 ）

硫　 安　 基　 肥 1 1 ．6　　 2 6 ．3　　 2 9 ．3　　 3 1．1　 3 2 ．8 （ 8 ．5 ， 2 4 ．3 ）

硫 安 1 回 目 追 肥 4 8 ．2　　 5 4 ．5 （1 9 ．9 ． 3 4 ．6 ）

硫 安 2 回 目 追 肥 5 1．4　　 5 6 ．3 （1 7 ．8 ． 3 8 ．5 ）

注．Aは施肥量に対する利用率
Bは各時期までの溶出星に対する利用率

一方，LP区の溶出量に対する利用率（B）は6月30日

までの値が硫安区とほとんど変わらなかった。したがって，

この時期の施肥窒素の利用率は．基肥窒素の溶出量とは関

係なく，それ以外の栽培要因に左右されると考えられる。

7月15日以降は利用率が大幅に上昇しており，緩効性窒素

肥料が効果的に吸収されていることが裏付けられた。

なお．追肥硫安の利用率は既往のデータ2）とはぼ一致

した。

4　ま　　と　　め

①LPlOOの溶出割合（圃場条件下）は，ほぼ理論値と

同様であった。②施肥窒素の溶出特性は水稲の窒素吸収パ

ターンを大きく左右しており，LP区の初期生育は慣行区

より劣るが，7月15日以降回復した。③施肥窒素に対する

利用率はLPlOOが61．5％，基肥硫安が32．8％であった。

④6月30日までの溶出量に対する利用率は，LP区，硫安

区に差は認められなかった。
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